








学位論文題 目 Increased susceptibility to oxidant－mediated tissue  
injury and peritonealfibrosisin acatalasemic mice  
（アカタラセミアマクスにおいて酸化的組織障害と腹膜線維化  
に対する感受性が克進する）   
論文審査委員  教授 松川 昭博 教授 西崎和則 准教授 ′ト阪 淳  
学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
腹膜線維化は腹膜透析を行う患者の腹膜機能を喪失させる重要な合併症であ  
るが，カタラーゼ欠損が腹膜線維化に与える影響はいまだ報告されていない．   
アカタラセミアおよび野生型マウスにグルコン酸クロルへキシジン（CG）を  





















ルを用いてカタラーゼの関与を明らかにした価値ある研究である。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
